
特記仕様書（案） 

 

 

 

１ 業務名 

平郡～柳井航路改善計画策定業務 

 

２ 要旨 

  本仕様書は、山口県業務委託共通仕様書（最新版）に定めるもののほか、平郡～柳井航路改

善計画策定業務（以下「本業務」という。）の内容を示すものである。 

 

３ 業務の目的 

平郡～柳井航路は、柳井市と柳井市の沖約 20キロ沖にある平郡島を結ぶ航路である。 

本航路では、現在就航しているカーフェリー「へぐり」の船齢が 25年を経過し、老朽化に伴

う船舶修繕費の増加と燃料油価格の高止まりにより、費用は増加傾向にある。 

一方、航路収入については、平郡島の人口が減少傾向にあるため、利用客の増加は望めず、

減少傾向にある。 

本業務は、本航路の現状を改善し、将来にわたり維持していくために、老朽化が進む船舶の

代替船建造の検討も含め、様々な観点から経営改善方策を検討し、航路改善計画を策定するこ

とを目的とする。 

 

４ 履行期間 

契約締結日の翌日から令和７年３月２５日まで 

 

５ 業務内容 

現時点で想定する業務の内容は次のとおりである。 

提案事業者の企画提案内容及び柳井市離島航路確保維持改善協議会（以下「協議会」という。）

との協議により調整することとする。 

（１）計画準備 

履行期間内に必要な調査検討、パブリックコメント、協議会等のプロセスを経て計画策定

を確実に行うための実施方針、実施体制、実施工程等を記した業務計画書を作成する。 

（２）地域特性・社会動態の整理 

人口動向（平郡島の人口、地区別、年齢３区分別、将来人口）や社会・生活関連施設等設置

（病院、公共施設、商業施設、教育施設、港湾施設等）、主要産業など地域特性・社会動態に

ついて既存資料等を活用し、整理する。 

（３）航路の運航・利用状況の整理 

   平郡～柳井航路の就航状況（運行船舶、職務別船員配置、運行回数、欠航回数等）や利用

客数や車両輸送量等の状況を整理する。 

（４）航路経営診断 



   財務関係専門家の参画により平郡航路の財務諸表等から経営状況（損益計算書分析、貸借

対照表分析、キャッシュフロー計算書分析等）を整理する。 

（５）アンケート調査・意見交換会 

   アンケート調査、意見交換会を実施し、平郡島民及び島外利用者の航路利用実態（目的、 

利用頻度等）、航路に関する要望、意見等を集約し、航路改善方策の基礎資料とする。 

（６）経営改善方策の検討 

   上記（１）～（５）を踏まえ、航路編成、代替船建造等、様々な観点から経営改善方策を検

討する。 

（７）航路改善計画の策定 

   上記（１）～（６）及び協議会での検討結果を踏まえ、「平郡～柳井航路改善計画」の策定

を行う。 

（８）協議会等の運営支援 

ア 協議会の運営支援 

協議会に必要な資料を作成するとともに、協議会に同席し運営補助、議事録作成などを

行う。なお、対象となる協議会は、期間中に３回程度の開催を想定している。 

イ パブリックコメントの実施支援 

「平郡～柳井航路改善計画（素案）」について、パブリックコメントを行い、収集した意

見の整理と対応策を作成する。 

（９）報告書作成 

これらの計画策定の結果を取りまとめて業務報告書を作成する。 

（10）打合せ協議 

業務を円滑かつ効果的に遂行するため、初回・中間時・納品時の計３回程度、打合せ協議

を行うこととし、必要となる資料作成、議事録作成等を行う。 

（11）業務に関する補足事項 

作成する資料は、市民からも見やすく、読みやすく、分かりやすいものとなるよう心掛け、

簡潔で明瞭な文章表現に努めるとともに、必要に応じてグラフや表などを作成し、レイアウ

ト等にも配慮すること。 

 

６ 成果品 

（１）業務報告書 ２部 

（２）電子データＣＤ－Ｒ 一式 

平郡～柳井航路改善計画（計画書）の原稿データ 

平郡～柳井航路改善計画（概要版）の原稿データ 

※ＰＤＦデータ、加工可能なデータ形式（ワード、エクセル等）でそれぞれ作成 

（３）本業務において収集・作成した資料及び電子データ（ＣＤ－Ｒ等） 一式 

 

７ その他留意事項 

（１）成果品の管理及び帰属は、全て発注者とし、受注者は発注者の承認なしに他に成果品を公

表、貸与及び使用等をしてはならない。 



（２）受注者は、本業務を通じて知り得た情報を契約の目的以外に利用し、又は第三者に提供し

てはならない。また、本業務に関して知り得た情報の漏洩、滅失、毀損の防止、その他適正

な管理のために必要な措置を講じなければならない。契約終了後も同様とする。 

（３）本業務により知り得た個人情報については、本業務の終了後、全て発注者へ提出するもの

とし、データ等については廃棄すること。業務の遂行にあたっては、発注者及び柳井市と同

様の安全管理措置を講じなければならない。また、「個人情報の保護に関する法律」の規定及

び別記「個人情報取扱特記事項」を遵守しなければならない。 

（４）本業務の実施に当たり、受注者に対し、発注者若しくは柳井市で作成又は保有している各

種計画等の資料を貸与するものとする。受注者は、貸与資料の紛失、汚損、破損がないよう

十分注意して取り扱い、本業務の完了後は、速やかに発注者もしくは柳井市に返却しなけれ

ばならない。貸与資料については、発注者の許可を得ずに複製してはならない。 

（５）本業務の遂行に関し、本仕様書に記載のない事項または疑義が生じたときは、発注者、受

注者協議の上、解決するものとする。 


